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　これまで、検定成績表などの帳票は、農家全体の状況が把握できるように1農家1セットを基本とし
て発行されてきました。しかし、近年、法人化や搾乳ロボット導入などにより、酪農経営の大規模化
や多様化が進むにしたがって、農家全体の数値を集計した検定成績だけでは各牛群の問題点を見つけ
るのが難しいケースが増えてきています。
　このような状況に対応するため、群別の「検定成績表」「検定記録票」を追加で出力できる機能をこ
のたび作成しました。ロボット搾乳牛だけの検定成績表、ご自分で設定した群だけの検定成績表など
が出力できます。いままで以上に、飼養管理の改善ポイントが見えるようになり、より効果的な対策
が可能になりますので、ぜひご活用ください。

✔ ご利用いただける群分けルールは、次の２つです。
　　　①　ロボット併用農家における「自動検定牛」と「非自動検定牛」
　　　②　牛群検定WebシステムDLで設定した群
　　　　　（品種や泌乳ステージなど。ご自身での設定が必要です）
✔ 群別の帳票作成を希望される場合は、事前にメール申し込みが必要です（検定組合経由）。
　「開始年月」と「群分け方法」を所属されている検定組合の方にお伝えください。
✔ 作成された群別の帳票は、紙では発送されません。
　 牛群検定Webシステムからダウンロードするか、メール通知機能をご利用ください。

群別の「検定成績表」「検定記録票」が
出力できるようになりました！

New

イメージ

ご利用時のポイント

これまで

追　加

農家全体で一つの検定成績表のみ

群ごとに検定成績表を追加で作成！

検　定　成　績　表　（牛群）　　群別：自動検定牛 検　定　成　績　表　（牛群）　　群別：非自動検定牛
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　皆様の農場では、PAGs検査をご利用されていますでしょうか？
ここでは、PAGs検査をもっと手軽に利用いただくため、WebシステムDL
での活用方法についてご提案します。

　サンプル採取時には、繁殖データ（授精後日数）を確認し、検査対象牛を探されているかと思います。
この検査対象牛の絞り込みに、WebシステムDLを利用してみましょう！

　　PAGs検査/獣医さんの妊鑑を併用
　「授精後28日目にPAGs検査で初回の確認、60日目以降に
獣医さんに妊鑑してもらう」というパターンの場合、まずは条
件設定で妊鑑予定日を変更しましょう。設定後は2段階で受胎
報告ができるようになり、2回目の報告までは「授精中牛」に
表示されます。
　右の画面は、授精中一覧を見ています。先ほどの設定では 
PAGs検査の対象牛は① P1、ここでプラス報告を行った牛は 
P1＋、獣医さんに診てもらう牛は ②P2 や「―」で確認できます。
また、これらの情報を絞り込んで、リストを印刷することもで
きますので、牛舎での作業にご利用ください。

ちょこっとPR  ～検定記録との連携機能～　
　DLに入力した繁殖記録は、検定記録に直接反映できます。
乳検前の記録票の記入が省力化され、『たいした助かってる！』
と嬉しいお声を頂いています。また、複数記録の一括登録もで
きます！

　現在、PAGs検査結果をDLに自動反映する機能を準備中で
す。さらにお手軽に検査を受けて頂けるよう準備を進めてい
ますので、どうぞご期待ください！
＜おもな機能＞
✔個体の繁殖管理画面に 検査結果を反映（右画面）
✔メールお知らせ機能、結果レポートのWeb閲覧（DL）
✔DLから検査リクエストが可能に！
　授精記録と併せて結果を管理でき、設定次第で受胎・不受
胎として扱うこともできます。また、繁殖記録を参照しながら、
クリックするだけで申込みができるように準備中です！

　　 PAGs検査の対象牛を 簡単に抽出！

　　 開発中の機能をご紹介（PAGs検査連携）

PAGs検査と
セットで使って繁殖改善！

牛群検定WebシステムDL

★繁殖関連設定

※メイン画面から遷移できます。

【授精中牛 （妊娠未確定）　繁殖情報】

牛群検定 WebシステムDL

②

①
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　本会では、酪農家の皆さんへ、飼養管理や繁殖管理の改善に向けさまざまな情報を提供しています。
そして、これらは、牛群検定事業に参加いただいている方には、牛群検定ＷｅｂシステムＤＬを通じ
てグラフ化するなど、わかりやすく加工され、提供しています。
　具体的に提供している情報として・・・
①　乳中尿素態窒素（ＭＵＮ）情報
②　乳中ケトン体（ＢＨＢ）情報
③　乳中遊離脂肪酸（ＦＦＡ）情報
④　妊娠関連糖タンパク（ＰＡＧｓ）検査情報
　この他、バルク乳での経時的な情報などもありますが、今後は新たに・・・
⑤　乳中でのデノボ（Ｄｅｎｏｖｏ）脂肪酸組成情報
　が加わる予定です。
　これまでも、機関誌やパンフレットなどを通じて、これらの内容にかかわる情報をお届けしていま
すが、それぞれの情報がもつ意味や飼養管理などにどのように活用したら良いのかという疑問を解消
すべく、事業所単位で地域での勉強会を開催し、理解を深める取り組みを実施しています。
　今回、ご紹介するのは、オホーツク管内遠軽町社名淵地区での取り組みです。
　地元の普及センターと本会（本所並びに網走事業所）でタイアップし、進め方等を事前に打合せた
上で、地域の関係機関（ＪＡ、役場
など）が参加する中、地区の生産者
の方々を対象に、情報利活用に係る
勉強会を昨年10月16日に開催しま
した。今回は、興味を持っていただ
いた周辺地域の生産者の方々も含め
30名が参加する中、牛群検定Ｗｅｂ
システムＤＬについて、実際にスマー
トフォンを使って操作していただき、
どのようにポイントを見極め、問題
点を把握していけばいいのかなどを
学びました。「検定に入っていれば、
無料だし、現場でとても便利に使えるね。」と大変ご好評でした。
　この勉強会は、実際に情報活用を通じた検証も踏まえ、2～3年かけて継続していくこととしており、
今後は、普及センターとともに対象生産者への個別巡回を実施する予定です。
　現在は、当該地区のみでの取り組みですが、普及センターや他の関係機関とも連携し、他の地域へ
の波及も念頭に、情報利活用の促進に取り組んでいきたいとのことでした。

飼養管理に役立つ情報提供について
～ 地域における情報活用勉強会のご紹介 ～

　本会では、酪農家の皆さんの繁殖改善・飼養管理のため、本会提供情報の利活用

に向け、精力的に勉強会等も含めたサポートをさせていただきますので、地元の事

業所まで、是非、お問い合わせください！  皆様からのお声かけをお待ちしています! !
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　前号誌面で、脂肪酸組成は構成される炭素（C）の数から、以下のようになっていることを説明し
ました。

①デノボ脂肪酸（De novo FA）・・・粗飼料などの繊維を原料にルーメンのVFA（揮発性脂肪酸）
から乳腺細胞で合成される脂肪酸

②プレフォーム脂肪酸（Preformed　FA）・・・飼料や体脂肪由来で血液中から取り込まれる既
成の脂肪酸

③ミックス脂肪酸（Mixed FA）・・・上記の双方から混合形成される脂肪酸
今回はデノボ脂肪酸と乳牛の健康との関連性について考えてみます。

経過日数で脂肪酸組成の動きが変化！
　脂肪酸はその起源に応じて、
上記の３つのグループに分類す
ることができ、それぞれが示す
意味合いは微妙に異なっていま
す。図１では個体牛における分
娩後経過日数における脂肪酸組
成の動きを示しました。一乳期
でみると、De novo FAは山
型、Preformed FA は 谷 型
に推移しています。
　特に、分娩60日以内はDe 
novo FAが低くPreformed 
FAが高くなり、個体間のバラ
ツキも大きいです。その後、少
しずつ狭まり平行線をたどります。なおMixed FAは
De novo FAより５％ほど高めで、ほぼ同じ軌跡をた
どることがわかりました。

多くの牛は分娩後に体調が悪いのでは？
　図２は個体乳におけるDe novo FAのヒストグラム
を示しています。15～36％と広い範囲に分布してい
ます。頻度の高い30～32％を約半数が占め、体調が
悪いと推測できる牛は低い方へなだれ状に広がってい
ます。
　これは分娩後60日以下の牛にみられる傾向で、61
日以上の牛は正規分布となっています。Preformed 
FAは25～50％、Mixed FAは22～40％の広い範囲
で、同様になだれ状の傾向を示しました。

乳牛の健康状態をモニターできるデノボ（De novo）脂肪酸
～ 分娩 60 日以下の牛を注視し、飼養管理に生かしましょう！ ～
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分娩後60日はケトン体（BHB）と関連が！
　ケトン体（BHB）は2018年４月から個体乳情報として提供し、現場で活用されています。分娩後
のエネルギーがマイナスとなり、BHBが0.13mmol/L以上を示すと潜在性ケトーシスが疑われます。
さらに、体脂肪が過剰に動員
され、エネルギー不足に陥る
と、蓄積された肝臓の脂肪が、
ケトン体の産生へ回り、臨床
性ケトーシスになります。
　図３に、De novo FAと
BHBの関係を示しましたが、
分娩後60日以下に限定する
と逆相関となり、両者は異な
る指標のように見えます。し
かし、飼料充足という観点か
ら密接に関連しているため、
牛の健康状態をモニターする
ことができます。

　※　現段階では、De novo FAの割合が28％以上であることが健康牛の目安です。

ロボット農家で健康に問題のある牛が！
　ロボットを導入している酪農家のほとんどは、ロボットとパーラーの２つの搾乳システムを有して
います。パーラーで搾乳する牛群は、乳頭配置だけでなく、年齢の高い牛、肢蹄が悪い牛、体調不良牛・・・
など、問題牛が多い傾向にあ
ります。
　図４は、最近ロボットを導
入した酪農家３戸におけるロ
ボット牛群とパーラー（非
ロボット）牛群のDe novo 
FAの違いを６ケ月追跡した
結果です。いずれもロボット
牛群はDe novo FAの割合
が高く、28％以下の牛の割
合は低くなっており、ロボッ
トで搾乳している牛は健康
牛、パーラーで搾乳している
牛は問題牛が多いことが裏づ
けされました。

問題牛
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　2018年４月から本会で開始されたPAGs（妊娠関連糖タンパク）検査ですが、これまで実際に検査
を実施していく中で、フィールドでの課題も見つかり、また、試験室のレベルではなく、実際のフィー
ルド上での精度も明らかになってきました。以下、本会でのPAGs検査結果に基づき、集計してみました。

１） 検査検体数の推移
　検査開始当初は、2,398件/月でしたが、直近の11月では、5,161件と約2.2倍に増加しました。
本検査は、検定農家の場合は、畜産・酪農生産力強化対策事業で検査費用の半額が助成されますが、
コンスタントに検体数が増加しており、利用される方からも、生乳試料で簡単かつ早期に結果がフィー
ドバックされるため、非常に高い評価を頂いています。

PAGs 検査の現状とその有効性について

　De novo FAはルーメンの活動力、BHBは肝臓機能の強弱などの乳牛の健康度合いを表します。
以上の結果から、多くの牛は一乳期の中で分娩時にトラブルが生じており、周産期病に罹患し体調が
思わしくない傾向にあります。
　分娩後60日以内の脂肪酸組成とBHBの値を注視して、牛の健康状態をモニタリングし、速やかに
問題牛を発見し、飼養管理へ生かすべきです。
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４） 実際の検査精度
　乳検加入農家において、授精後31日以降の実際の検査結果からPAGs検査結果が＋で受胎したもの
と検査結果が－で不受胎であったものの精度を調査しました。その結果、＋判定で受胎となったものは、
89％、また、判定－で不受胎となったものは、98％となりました。このことから、マニュアルにも
記載していますとおり「授精日から28 日以降」に検査することで、フィールドにおける結果におい
ても、非常に高い信頼性が得られることが確認できました。
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情報企画室
TEL 011-271-1342

当機関誌に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。

当面の主な
行事予定

●2020年２月27日　　2019年度 生産情報活用研修会　　　　　　　（札幌市）

●2020年２月28日　　2019年度 検定員中央研修会　　　　　　　　（札幌市）

2019後検（前期）に係る調整交配へのご協力について

後代検定種雄牛精液の調整交配・優先配布などのお問い合わせは地元の乳検組合まで!!

　2019後検（前期）の調整交配が昨年11月から始まっています。迅速かつ正確な種雄牛評価のために、
期間内（2020年２月まで）での授精をお願いします。また、期日が迫っていますので、配布された
調整交配精液の完全消化へのご協力もお願いします。

パソコン版 ：各種グラフ・詳細なデータを確認できます。 
https://nyuken.hmrt.or. jp/dl  （北酪検HPからもアクセス可）

モバイル版 ：牛舎などで牛のデータを確認するのに便利！
https://nyuken.hmrt.or. jp/dlmoba（右のQRコードから簡単アクセス）

牛群検定WebシステムDLご利用方法

ＰＡＧｓ検査をしっかり活用し、繁殖改善に生かしましょう！！


